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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年12月24日(2009.12.24)

【公開番号】特開2008-263258(P2008-263258A)
【公開日】平成20年10月30日(2008.10.30)
【年通号数】公開・登録公報2008-043
【出願番号】特願2007-102454(P2007-102454)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｍ   3/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｍ   3/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月11日(2009.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される信号を積分する積分器と、
　上記積分された信号を所定の量子化数で量子化して、量子化結果信号を出力する量子化
回路と、
　上記量子化結果信号に基づいてＤＡ変換結果のアナログ信号を出力するＤＡ変換回路と
を備えたデルタシグマ変調回路において、
　上記量子化回路はさらに、上記積分された信号に基づいて、上記積分器が発振状態であ
ることを検出し、発振検出信号を出力する発振検出回路を備え、
　上記デルタシグマ変調回路はさらに、上記発振検出信号に基づいて、上記積分器をリセ
ットするリセット回路を備えたことを特徴とするデルタシグマ変調回路。
【請求項２】
　上記量子化回路は、上記量子化数のための複数の量子化器を備え、
　上記発振検出回路は、
　上記積分された信号が過大しきい値である第１のしきい値以上であることを検出して過
大検出信号を出力する過大検出用量子化器と、
　上記積分された信号が過小しきい値である第２のしきい値未満であることを検出して過
小検出信号を出力する過小検出用量子化器と、
　上記過大検出信号及び上記過小検出信号に基づいて上記発振検出信号を発生する信号発
生回路とを備えたことを特徴とする請求項１記載のデルタシグマ変調回路。
【請求項３】
　上記リセット回路は、上記積分器の積分キャパシタの電荷を放電させることを特徴とす
る請求項１又は２記載のデルタシグマ変調回路。
【請求項４】
　上記発振検出信号に基づいて、上記積分器の演算増幅器をスリープ状態にすることを特
徴とする請求項１乃至３のうちのいずれか１つに記載のデルタシグマ変調回路。
【請求項５】
　上記発振検出信号に基づいて、上記積分器のサンプリングキャパシタの電荷を放電させ
ることを特徴とする請求項１乃至４のうちのいずれか１つに記載のデルタシグマ変調回路
。
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【請求項６】
　上記発振検出信号に基づいて、上記ＤＡ変換回路のサンプリングキャパシタの電荷を放
電させることを特徴とする請求項１乃至５のうちのいずれか１つに記載のデルタシグマ変
調回路。
【請求項７】
　入力信号に対してデルタシグマＡＤ変換を行うデルタシグマＡＤ変換装置において、
　請求項１乃至６のうちのいずれか１つに記載のデルタシグマ変調回路を備えたことを特
徴とするデルタシグマＡＤ変換装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　第１の発明に係るデルタシグマＡＤ変換装置は、
　入力される信号を積分する積分器と、
　上記積分された信号を所定の量子化数で量子化して、量子化結果信号を出力する量子化
回路と、
　上記量子化結果信号に基づいてＤＡ変換結果のアナログ信号を出力するＤＡ変換回路と
を備えたデルタシグマ変調回路において、
　上記量子化回路はさらに、上記積分された信号に基づいて、上記積分器が発振状態であ
ることを検出し、発振検出信号を出力する発振検出回路を備え、
　上記デルタシグマ変調回路はさらに、上記発振検出信号に基づいて、上記積分器をリセ
ットするリセット回路を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　従って、本発明に係るデルタシグマ変調回路とこれを用いたデルタシグマＡＤ変換装置
によれば、想定外の強い又は弱い入力信号が入力された場合に、従来技術に比較して簡単
な構成でかつ迅速に発振状態を検出することができ、すなわち、デルタシグマ変調回路内
の積分器の発振状態を効率的に検出し、正常動作に復帰させることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　図１において、量子化器付き発振検出回路２は、
（ａ）当該デルタシグマ変調回路１００のための所定の量子化数Ｎに基づく、量子化基準
電圧Ｖｒｅｆ１乃至Ｖｒｅｆ（Ｎ－１）を用いた量子化処理のための（Ｎ－１）個の量子
化器ＣＰ－１乃至ＣＰ－（Ｎ－１）に加えて、過大入力しきい値ＶｒｅｆＨ以上の過大入
力電圧を検出する量子化器ＣＰＨと、過小入力しきい値ＶｒｅｆＬ未満の過小入力電圧を
検出する量子化器ＣＰＬと、
（ｂ）ノアゲートＮＯＲ１と、
（ｃ）インバータＩＮＶＡと
を備えて構成される。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　以上詳述したように、本発明に係るデルタシグマ変調回路とこれを用いたデルタシグマ
ＡＤ変換装置によれば、想定外の強い又は弱い入力信号が入力された場合に、従来技術に
比較して簡単な構成でかつ迅速に発振状態を検出することができ、すなわち、デルタシグ
マ変調回路内の積分器の発振状態を効率的に検出し、正常動作に復帰させることができる
。
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